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GIGAスクール構想と言語能力の問題をめぐって

井 田 浩 之

１．はじめに

　２０２０年３月，日本でもCOVID-19が流行し，教

育機関においてもオンライン授業の実施が大きな

課題となった。これまでも教育現場でのテクノロ

ジの活用は議論されていたものの，COVID-19の

流行によって，教室に限定されない形での授業実

施が現実的なものとなり，混乱を極めたことは周

知の通りである。

　そして，初中等教育の現場においては，ICT基

盤の整備が，学びの継続に関わるという事態が生

じた。堀田（２０２０）によると２０２０年４月の段階で

同時双方のオンライン授業を実施できた小中学校

はわずか８％だったとされている。文部科学省

（２０２０a）が２０２０年７月に発表した『新型コロナ

ウイルス感染症の影響を踏まえた公立学校におけ

る学習指導等に関する状況について』において

も，緊急事態によるICTの活用が極めて厳しい状

況だったことが報告されている。

　このような状況に対応するべく，GIGAスクー

ル構想が前倒しで実施されることとなった。

GIGAスクール構想とは，「１人１台端末と，高

速大容量の通信ネットワークを一体的に整備する

ことで，特別な支援を必要とする子供を含め，多

様な子供たちを誰一人取り残すことなく，公正に

個別最適化され，資質・能力が一層確実に育成で

きる教育環境を実現する」（文部科学省，２０２０b）

取り組みだとされている。ここでは，従来の教育

方法の蓄積とICT基盤の整備によって，新学習指

導要領で掲げられた「主体的・対話的で深い学

び」をさらに充実させることが目的とされている。

　そして，文部科学省（２０２０b）では，一人一台

の端末導入によって，以下のように，従来の教育

活動が充実することが期待されている（図１）。

　本研究では，GIGAスクール構想がどのように言語能力に関係するのかを検討する。GIGAス

クール構想の内容をレビューし，読み・書きがデジタル化することについて言語能力育成の観点

から考察を加えた後，今後の課題として①学校組織として情報化にどう対応するか，②生徒の情

報行動の変容への対応，③国語と英語の連携がもたらす可能性，について述べた。
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図１　GIGAスクール構想による学びの変化（文部科学
省，２０２１b，p．３）
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　図１が示しているのは，一斉学習，個別学習，

協働学習場面における，１人１台端末環境で期待

される学びの変化である。特徴的なのは，「一人

一人の考えを」どのように可視化し，場合によっ

ては共有するという点であろう。またICTの活用

によって充実が考えられている学習の例として，

「調べ学習」「表現・制作」「情報モラル教育」に

みられるような情報との付き合い方である。すな

わち教科の枠に準拠しながらも，それを超えてい

く「探究」のあり方についても，改めて記述され

ている点であろう。

　ただし，注意すべき点もあるとされている。白

水（２０２０）は，ICTの導入が目的なのではなく，

ICTの活用による新たな学びの姿の１つとし 

て「子供の学ぶ力をより信じる学習観・ペダゴ 

ジを構築する」（p．１０）ことの重要性を主張し，

“pedagogy first, technology second”であるこ

とを学習科学の立場から促している。

　本研究では，GIGAスクールの導入によって，

確かに学習環境の整備は進み，白水（２０２０）が主

張するように，新しい学びの姿が期待されるもの

の，言語能力の育成やそれに関わるリテラシーの

問題を検討することとしたい。特にデジタル環境

下における言語能力の育成が，従来のそれとどの

ように変わるのかについて，その考察を行うこと

が目的である。

　２章では，新学習指導要領で示された資質能力

と言語能力について，３章では教材のデジタル化

について，４章ではさらなる議論の視点を示すこ

ととしたい。

２．資質能力と言語能力

　本章では新学習指導要領で示された資質能力と

言語能力の関係を整理しておきたい。まず，新学

習指導要領では，資質能力の柱として以下の３つ

が示された（図２）。文部科学省（２０１７a）には次

のように示されている。

　ここで育成が目指されている３つの力は，松尾

（２０１８）も説明しているように，「３つの柱で示

された資質・能力は，相互に影響し合って育成さ

れるものと捉えることが重要である」（p．１７）と

されている。言い換えれば，GIGAスクール構想

は，この三つの柱をテクノロジによってどのよう

に支援できるかであって，あくまでもテクノロジ

の導入が目的ではないことである。

　そして，図１でも示されているように，１人１

台端末を所有することで，学習者の学びは拡張す

ることが示されているが，その基盤となる言語能

力はどのような育成が考えられるのだろうか。

　中央教育審議会（２０１６）では，２００８年改定の学

習指導要領から継続して，言語能力育成の重要性

を課題として述べている。

様々な情報を理解して考えを形成し，文章等に

より表現していくために必要な読解力は，学習

の基盤として時代を超えて常に重要なものであ

り，これからの時代においてもその重要性が変

わることはない。（中略）情報化の進展の中で

ますます高まる読解力の重要性とは裏腹に，子

供たちが教科書の文章すら読み解けていないの

ではないかとの問題提起もあるところであり，

図２　育成すべき資質・能力の三つの柱（文部科学省，
２０１７a，p．１５）
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全ての学習の基盤となる言語能力の育成を重視

することが求められる（pp．３４－３５）

　「全ての学習の基盤となる言語能力」の育成と

あるように，図１でテクノロジを用いた学びが促

進された場合，資質能力育成の観点からも，全て

の教科の基盤となる言語能力を教科横断的にどう

育成するのかは，GIGAスクールの構想が導入さ

れても大きな課題となる。

　言語能力の理論的な背景については，井田・ 

相良（２０２１）で論じたように，認知科学者たち 

が説くような先天的な側面（人は生まれながら 

に言語を獲得する機構を持っているとするNoam 

Chomskyの生成文法の立場）と後天的な側面（社

会言語学や認知言語学のように，語用の中で言語

を身につけていく立場）があるとされている。学

習指導要領で言われている「言語能力」について

は，先天的な側面（人は生まれながらにことばを

使う能力を持っている）を前提としながらも，教

室内で「対話」を生み出す環境を授業で担保して

いく側面があるように思われる。

　ただし，現状の言語能力の育成については，効

果検証の結果，問題点も指摘されている。新井

（２０１８）によれば，教科書の読解すらままならな

い児童・生徒がいることを指摘しておりAIによ

る機械学習やデジタル化の進行とは裏腹に，人間

側の読解力の問題が課題であることを主張してい

る。

　この問題をGIGAスクールの流れで考えると，

読み書きに代表されるリテラシーや教材そのもの

がデジタル化し，その中で言語能力をどのように

涵養させていくのかが浮き彫りとなる。

３．教材のデジタル化とデジタル上のリテラ

シー

　GIGAスクール構想がもたらす新しい学びの例

（図１）を考える上で，従来の教材やリテラシー

のあり方が変わる可能性が大きく考えられる。こ

こでは，デジタル化する教材とリテラシーの問題

について考えることとしたい。

３．１　教材のデジタル化

　まず，教材のデジタル化を考える上で，従来の

教材と，新しいメディアの関係を考えてみたい

（図３）。

図３　ICTを含んだ教授メディアの再分類（高橋ほか，
２０１８より作成）

　図３が示すのは，伝統的な教授メディアのう

ち，情報提示を目的としたものが，ICTを含んで

その機能を拡大させた点を確認しておきたい。ま

た，個の学びを支援するとされている反応制御 

系と分類されるものが CAI（Computer Assisted 

Instruction）やe-ラーニングに代替されているこ

とを示している（高橋ほか，２０１８；堀田・佐藤，

２０１９）。このように，GIGAスクール構想がもた

らす可能性として，個の学びを支援する側面が強

くなることと，学習者間で考えを共有する場面が

これまでも多くなることが予想されている。

　そして教材の問題を考える上で，デジタル教科

書についても考える必要がある。教科書について

はその使用義務が学校教育法で定められている

が，文部科学省（２０１１）で，デジタル教科書は

「デジタル機器や情報端末向けの教材のうち，既

存の教科書の内容と，それを閲覧するためのソフ
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トウェアに加え，編集，移動，追加，削除などの

基本的機能を備えたもの」と定義され，「指導者

用デジタル教科書」と「学習者用デジタル教科

書」に分類される（堀田・佐藤，２０１９）。また文

部科学省（２０１４）では，このように教材がデジタ

ル化することの意義について，次の点を掲げてい

る。

◦　情報端末やデジタル教材等を活用し，児童生

徒が自らの疑問について深く調べたり，繰り

返し学習を行ったり，自分に合った進度で学

習したりするなど，一人一人の能力や特性に

応じた学習を実現する

◦　情報端末や電子黒板等を活用し，教室内や他

校等との交流授業において，子供同士がお互

いの考え方を吟味しつつ意見交換や発表を行

うなど，教え合い学び合う協働的な学びを通

して，思考力，判断力，表現力等を育成する

こと（p．２）

　このように，教材がデジタル化することによっ

て，個の学びや協働的な学び，さらにはネットワ

ークによって多様な考えを共有できるところに可

能性を見出している。

　しかしながら，GIGAスクール構想によって，

１人１台端末を所有することによって，新たな問

題が指摘されている。新井（２０２１）は，児童生徒

がもし転校を経験した場合，デジタル端末を返却

することで，端末上に記録されていた学びの継続

性に問題提起をしている。全てがデジタルに置き

換わってしまうことについては，すなわち，リテ

ラシー環境をどのように維持していくのかという

問題と大きく関わってくる。

３．２　デジタル上のリテラシー

　本節ではデジタル上のリテラシーとして，主 

要な概念である「情報活用能力」や２０１５年PISA

調 査 か ら 導 入 さ れ た 問 題 解 決 能 力（CBT：

Computer-based Testing）による問題形式を概

観した後，デジタル上のリテラシーについても検

討したい。

　まず，日本では「情報活用能力」という概念

が，情報リテラシーの訳語として導入されてい

る。この経緯については，河西（２０１７）にレビュ

ーがある。２００２年から実施の「教科・情報」の中

核的な概念となることと，必ずしも「情報技術」

に特化した概念ではなく，むしろ図書館情報学の

分野から誕生した「情報リテラシー」の概念と重

複することが多いと指摘されている（リテラシー

をめぐる概念の整理については，山内（２００３）；

国立教育政策研究所（２０１７）などを参照のこと）。

　新学習指導要領（２０１７年告示）の総則（中学

校）において，「情報活用能力」については，次

のように位置付け・説明されている（文部科学

省，２０１７b）。

　各学校においては，児童（生徒）の発達の段

階を考慮し，言語能力，情報活用能力（情報モ

ラルを含む），問題発見・解決能力等の学習の

基盤となる資質・能力を育成していくことがで

きるよう，各教科等の特質を生かし，教科等横

断的な視点から教育課程の編成を図る（p．２１）

　教育課程の編成上，教科横断的な側面が重視さ

れているが，デジタル化を見据えて「情報活用能

力（情報モラル）」について触れられている。文

部科学省（２０１８）では，情報活用能力を教科横断

的な視点で育成していくための枠組みが示されて

いる。

　表１はその要素を示したものである。
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　表１の中で最も特徴的なのは，情報モラル・情

報セキュリティについての態度を養うことが，教

科横断的に育成することが要素として位置づけら

れたことである。文部科学省（２０１８）はICT活用

とカリキュラムマネジメントを推進する実証研究

に関する成果報告であるが，この枠組みはGIGA

スクールにおいて，１人１台端末が準備されるこ

とになった場合に，情報を用いたコミュニケーシ

ョンのあり方を明示している。

　さらにテストのあり方にも影響がある。OECD

のPISAの実施形態にみられるように，CBTが導

入され，コンピュータ上での読解力が測定される

ようになった。ここでの読解力は「自らの目標を

達成し，自らの知識と可能性を発達させ，社会に

参加するために，テキストを理解し，利用し，評

価し，熟考し，これに取り組むこと」（国立教育

政策研究所，２０１９，p．４）とされており，直近

のPISA２０１８における読解力の低下の一因として

「問題側（構成，テーマ，テキストの種類，翻訳

の影響等）に関する事項などの様々な要因が複合

的に影響している可能性があると考えられる」（国

立教育政策研究所，２０１９，p．４）との分析にも

あるように，従来の読み，書きの行為がオンライ

ン上になっている１つの例と捉えることができる

だろう。

　このような情報環境の変化に伴うリテラシーの

表１　情報活用能力の要素（平成３０年度版）（文部科学省，２０１８，
p．１２より作成）

ラシーの活動が，グーグル化してしまうことへの

問題意識として，想定されている物資性（口頭・

音声・視覚的など）を超えて，つまり物質性を持

たないデジタルのみを介して作られる言語表現

（産出）への疑問が呈されている。

　さらに，Singer & Alexander（２０１７）は，過

去２５年間に発表された読解やデジタル読解に関す

る文献を包括的にレビューしているが，両者にお

ける理解度を含めた違いがないことを示している

（Singer & Alexander，２０１７）。

　また，言語教育の立場からも読解に関する研究

は盛んに行われている。バトラー（２０２１）は，

Marshall（２００５）を引用しながら，読みの特性を

①移動性，②紙媒体の持つ質感（身体性），③対

話性，④共有の４つを取り上げている。また読み

という行為自体が特に身体性を帯びた複雑な過程

であることと（特に手を使って読む側面），デジ

タル機器の発展を認めつつも，両者を使い分ける

ことの必要性を指摘している。

　以上のように，紙かデジタル化をめぐる研究は

盛んに行われており，紙とデジタルの差は確かに

縮められているように思われる。ただ，バトラー

（２０２１）が指摘するように，紙媒体の持つ身体性

・物理性を克服するにはまだ至っていないのが現

状である。さらに，デジタル環境への適応の観点

から，情報過多な環境での取捨選択ができる人

問題については，人文系の背景を持

つ情報学者からもその理論化に向け

ての指摘がなされている。Hayles

（２０１２）がテクノロジによる読解

は，従来（の紙ベースでの読解）と

は異なって，テクノロジとの相互作

用に関するタイムスパンやそれに伴

う認知の仕組みを解明し，説明する

ための理論的枠組みが必要だとして

いる。

　また，Emerson（２０１４）は，リテ



城西大学教職課程センター紀要  第６号

58

と，できないままに一部の情報を信頼してしまう

傾向があることも大きな課題である。

　このように，教科横断的な中での言語能力育成

が，テクノロジを駆使して（ないしはそれにとっ

て変わられる可能性を有して）行われる状況か

ら，従来の言語能力の育成環境が異なっていくこ

とがみて取れる。この点については，すでにさま

ざまな方法が提唱されているが，同時に理論的な

枠組みの構築が求められていることも示唆してお

きたい。

４．課題

　以上，GIGAスクールについての検討と，そこ

に絡む言語能力の育成の要素についても述べてき

たが，さらに期待される展開と課題についても触

れておきたい。

４．１　学校組織として情報化にどう対応するか

　GIGAスクールによって，情報端末が１人１台

児童生徒に所有されることで，個に応じた支援が

可能になることと，今後も感染症拡大のような有

事が起きた場合に学びを継続する基盤が整備され

る点は，期待が持てるものだと思われる。

　そして，情報活用能力（情報モラルを含む）点

が現実的な問題となり，しかもカリキュラム・マ

ネジメントの促進により，教科横断的な資質能力

の育成が目指されている。確かに，GIGAスクー

ル構想は，資質能力の育成を目指していること

と，テクノロジと学習者の境界が徐々に薄れてい

くにつれて，ICTを用いた資質能力の育成が次第

に現実のものとなるだろう。

　その一方で，組織として情報活用能力を考えた

ときに，GIGAスクール構想の一側面に囚われる

ことなく，図書館や情報教育といった学内の情報

組織をどのように位置付けていくのかは大きな問

題となる。組織としての情報基盤を考えていく視

点は，文科省（１９９８）で示されていたが情報教育

と教科の連携を組織的に考えていく点は，GIGA

スクール構想上も重要であろう（河西（２０１７），

井田（２０２１）を参照）。

　また，教材がデジタル化することで，教育上の

リソースやデジタル教科書のように，従来の紙ベ

ースのリソースを中心に考えてきた情報構造が変

化していくことが予想される。すなわち，従来は

紙の情報をアーカイブ化することで，維持されて

きた「情報への信頼のあり方」が，今後デジタル

化することは，私たちと情報の付き合い方を変え

ていく可能性がある（MacNeilほか，２００７）。こ

の議論は，書誌学の分野でも議論されており（ピ

アソン，２０１１），重要な部分は紙で残っていくこ

とが予想されていた。しかしGIGAスクールや，

感染症拡大によるオンライン授業への対応などを

考えると，そのような議論はおろか，全面的にデ

ジタル化に対する議論がなされる可能性がある。

GIGAスクール構想に対応する形で，「情報モラ

ル」の側面が強調されているが，学校が扱う情報

はデジタルなものに限定されているわけではない

はずである。つまり学校図書館が扱ってきたリソ

ースや，それ以外の資料の扱い方をどう考えてい

くのかは，社会文化的に作られてきた学校教育に

おける情報構造をどのように考えていくのかと繋

がってくる。

　さらに佐藤（２０２１）は，第４次産業革命のコン

テクストを踏まえながら，新しい学びに必要なの

は，単なるICT教育ではなく，「学びの道具（思

考と探究と共同の道具）」としてコンピュータが

教師の代替になるどころか，教師の役割として

「学びのデザイン」「学びのコーディネーション」

「学びのリフレクション」と言った側面を指摘し

ている。このように，教師の創造的かつ即興的な

活動を，どのように組織として育成して行くのか

も課題となろう。
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４．２　情報行動の変容への対応

　もう１つは，４．１で指摘した情報構造の変化

とも密接に関連していると思われるが読書量の低

下が指摘されている（文部科学省，２０１７c）。特に

この調査では高校生の読書率の低下が指摘されて

おり，その理由として，「他の活動等で時間がな

かったから」「他にしたいことがあったから」と

いうことがその理由として挙げられている。この

ことは，単に児童生徒を取り巻く情報環境の変化

と，別の調査からも考えることができる。日本財

団（２０１８）が全国の１７－１９歳（８００人）を対象に

実施した調査によれば，「テレビ番組」「ソーシャ

ルメディア」「ニュースサイト」による情報収集

手段が多く，その理由として，利便性，無料であ

ることなどが挙げられている。

　このように，児童生徒の情報行動が，効率性を

求めるようになっている。そしてGIGAスクール

構想によって，図１にもあるように，調べ学習も

このような情報環境が整備されることによってこ

れまで以上に充実していく可能性はある。その一

方で，児童生徒が触れるメディアが画一的・限定

的になっている可能性も検討しておく必要があろ

う。新学習指導要領（国語）においても言語活動

の例として，「多様な情報を得て，考えたことな

どを報告したり資料にまとめたりする活動」が示

されていることからも，これを教科横断的に言語

能力の育成の観点からどのように実現していくの

か。これは今後もさらなる議論が必要となろう。

４．３　国語と英語の連携がもたらす可能性

　GIGAスクールによってもたらされる１つの側

面として，１人１台の端末所有によって，学習者

の時間と空間を超えた学びを実現することができ

る。図１では「遠隔教育」と位置付けられている

が，言語能力の観点からは「母語と外国語教育」

環境の連携が挙げられる。

　この問題は，まさに教科横断的に育成される言

語能力の視点から，外国語学習において母語の働

きが有益であるという立場（大津，２０１７など）や

国語教育と英語教育の連携を通して，両者が目指

している目的を実現することを解明しようとする

研究も存在している（しかも日本には，そこに 

一定の歴史的経緯がある研究も既に存在してい

る）（柾木，２０１５，２０１６など）。このような歴史的

事実を日々の授業実践として可能にすることが，

GIGAスクール構想によってさらに促進される 

ことが考えられる。すでにComputer-supported 

collaborative learning や英語教育の中でも取り組

みは数多く存在している（その例として，三宅，

１９９７；清水，２０１８）。GIGAスクール構想によっ

て，国語教育・英語教育と他教科が結びつくこと

で，既存の教科では実施できなかったテーマにつ

いて，時間と空間を超えた学びが可能になると予

想される。

５．結論

　本稿では，GIGAスクールの導入と，そこから

見えてくる可能性並びに，さらに検討が必要な視

点を提示した。特に言語能力の育成の観点から，

国語・英語といった言語系の強化そのもののその

学びの内容を充実させることにつながるだろう

し，教科横断的な側面からも，学習者がテーマを

拓いていく学びや，教科という枠が阻害要因とし

て実現ができなかった学びが実現できる可能性も

有している。

　また私たちが２０２０年から直面してきた新しい学

びのあり方についても，柔軟な対応が可能になる

ことが証明されれば，現場の抱える問題（例え

ば，働き方改革など）にも大きな解決策をもたら

すこととなろう。これらの点については，動向に

注目していくこととしたい。
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